
 

 

 

 
 

 

泳げるようになった瞬間 

 校長 山 田 顕 次  

２学期がスタートしました。 

 ２学期の始まりにあたって、児童・生徒の皆さんにはいつも言っていることですが、自分ができるよう

になったこと、成長したことをたくさん見つけようということをお話ししました。 

 似たようなことは何度か伝えており、何ならばこの学校だよりでも書いているかと思います。 

 学校生活で大切なのは、自分自身が成長したこと、変わったことをしっかり自覚することです。日々の

中でなかなか自分自身が変わった！と思うことは少ないですが、ふとした拍子にできなかったことがで

きるようになる、友達から教えてもらってその後上手くいくようになるなどの経験は、その後の成長に大

きく影響します。 

 私自身、そのような瞬間の記憶はいくつかあって、その一つが水泳です。小学生の時分、いつまでもビ

ート板が手放せずグズグズしていた私を、友達が親身に手を引っ張ってくれるのですが、手を離した瞬

間、怖くてすぐ足をついてしまう、その繰り返しでした。 

 そんな自分が泳げるようになったのはふとしたきっかけでした。同じようにカナヅチのアマノくんと

いう友達がいて、一緒に練習するもののいつまでもできない「同志」でした。ところがなんとアマノくん

は勇気を出してバタ足で前に進めるようになったのです。同志かと思っていたアマノくんは一気に遠い

存在になりました。仲間と喜び合う様子を見た自分は焦りました。置いていかれると感じたのでしょう。

慌てて自分もプールの壁を蹴ってスーッと前に進んでみました。あの瞬間は今でも忘れられません。自分

もちゃんと浮くことができていたのです。その場にいたみんなが祝福してくれました。 

 時々、このことを思い出すのですが、後になって気づいたことがいくつかあります。自分を成長させる

には自分に近いレベルの人が周りにいること、周りが褒めてくれて自分の自信になったこと、などです。

一方いいことばかりではなくて、自分はきっと心のどこかでアマノくんを下に見ていたのでしょう。アマ

ノくんですらできたのに自分ができないなんて…と。そんな卑しい気持ちが泳ぐモチベーションになっ

ていたのはなんとも複雑な気分ですが、その気持ちがなければ、泳げるようになるにはまだまだ時間がか

かったはずです。いろいろ考えることもあった出来事でしたが、それもまた成長のために必要だったのか

もしれません。 

 ８月が終わり、これから学芸祭、村文化祭など大きな行事も控えています。子どもたちが成長するきっ

かけをより多く提供できるよう、そして成長できたという自覚と自信が得られるよう、私たちも力を尽く

していきます。今後ともご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

音威子府小中学校 学校だより 令和７年８月２９日発行 第５号  文責 小野寺 桂一 

 

１日（月）A日課 安全点検日 校内研修⑥ 

     教育実習開始（～５日） 

２日（火）芸術鑑賞会（１０：３０～１２：０５） 

３日（水）常任委員会⑦ 

４日（木）Ａ日課 

５日（金）A日課 １日防災学校 教育実習最終日 

     分掌会議・小中会議 

８日（月）SC来校日  係活動① 

９日（火）児童生徒会選挙立会演説会 

１０日（水）学力テスト総合A（中３） 

１１日（木）A日課 係活動② 

１５日（月）敬老の日 

１６日（火）つどいタイム⑦ 

１７日（水）学芸祭総練習 村教育講演会（公民館） 

１８日（木）A日課 

１９日（金）学芸祭前日準備 

２０日（土）学芸祭（９：００～１１：３０） 

２２日（月）学芸祭振替休業日 

２３日（火）秋分の日 

２４日（水）常任委員会（前期反省）⑧ 

２５日（木）A日課 

２９日（月）A日課 職員会議 

配食サービス「おとらんち」がない日 

３０日（火）つどいタイム⑧（認証式） 

      常任委員会（後期計画）⑨ 

      前期通知票配付（小学校） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

【成果】 

１． 自ら学ぶ意欲をもち、主体的に課題解決を行う態度の育成  

２． ＩＣＴを効果的に活用し、授業の工夫・改善を図ること 

３． 子ども達にとって安全安心な学校づくりの推進 

４． 体力の向上を図る教育活動の推進 

５． いじめ防止及びいじめ見逃しゼロの徹底 

６． 授業等、教育活動の工夫や改善 

【課題】 

１． 議論しながら、よりよい視野を身に付けたり放言したりすることができ

る学習 

２．読書習慣の定着 

３．ゲームやＳＮＳへの節度ある指導 

４．学校における働き方改革の推進 

【課題改善に向けた取組】 

１．授業者が、各教科とのつながり、議論の場面、学習を通して身に付けた視

野をどのように表現できるか、を常に意識して授業を行う。２．読書推進に関

わる２学期の取組を計画的に進める。３．生活習慣リズムチェックに取り組

み、その調査結果を受け、適切な指導・改善へつなげる。インターネット・ス

マホ安全教室を開催する。４．アクションプラン（第３期）に準じた取組を推

進する。 

学校評価（保護者、子ども、教職員）について、６月に皆様からご
意見をいただきました。教職員がその結果を真摯に受け止め協議し、
以下のように、６月までの教育活動の成果と課題をまとめましたの
で、お知らせいたします。今後も保護者・地域の皆様とともに教育活
動を推進し、子ども達の健やかな成長を支えていきたいと考えており
ます。ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

７月１８日（金）、上川合同庁舎で行われた「少年の主張」上川支庁大会に、本校代表として佐藤 伶

音さんが出場しました。演題を「『人間の弱さ』の克服を」とし、堂々とした態度で発表をしました。 

この大会は、昭和５４年（１９７９年）から開催され、今年で４６回目を迎える大会でした。各市

町村の代表者が、将来の夢・社会、友達との関わり、家庭や学校生活の中での身近な体験で感じたこ

とを発表していました。今回は、２１名が参加（中学２年生３名、中学３年生１８名）していました。

伶音さんは、優良賞を受賞しました。 

 先月の１学期終わりに、小学６年生２名が１泊

２日の宿泊研修に行きました。（宿泊先：幌加内町 

ふれあいの家まどか）１日目は、ミニウォークラ

リー体験・ホットサンドイッチ作り・ソフトクリ

ーム作り・エビ漁体験を、２日目は、羊毛フェル

ト作り・うどん打ち体験をしました。両日ともに、

昼食は自炊でした。１日目は、自分たちで持参し

た紙パックに材料を入れて焼き、ハムチーズのホ

ットサンドをつくりました。２日目は、うどんの

生地を手でこねて成形し、包丁で上手に生地を切

り、茹でて、美味しくいただきました。エビ漁で

は、湖に事前に沈めてあるえび籠を水中から取り

出すという漁を体験しました。大漁で引率者も含

め大満足でした。普段できない体験を通して、今

までの自分を振り返り、ルールやマナー、仲間と

協力しながら過ごすことの大切さを実感するこ

とができた研修でした。 

こんにちは、私の名前は、ニーナです。新しい

音威子府 ALT です。アメリカのミシガン州か

ら来ました。皆さんと一緒に働けることをとて

も嬉しく思っています。（本人の文面です。） 



 
                                                                                                                        


